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１．研究計画の概要 
作成した各種クリニカルパス（急性期や退

院支援のためのパスや地域連携パス，以下，
パス）の患者アウトカムを，本研究で開発す
る看護管理支援システム<PSYCHOMS>で管理
し，看護管理者の役割の一部を支援すること
ができると考えた。 
また，精神科においてこのような看護管理

支援システムが完成すれば，質の高い精神科
医療および看護，入院期間の短縮，社会的入
院患者およびその家族の生活の質を高める
ことができるのかを分析する。 
本研究は，クリニカルパスを用いた精神科

看護管理支援システムを開発し，その臨床評
価と改良を行うことが目的である。 

 
２．研究の進捗状況 

平成 20 年度は，このシステムで必要とさ
れる機能（以下，要求機能）の明確化，看護
管理支援システムのデータベース（以下，DB）
の必要項目の検討，及びプログラミングのた
めの基本設計を行った。 
平成 21 年度前半は，要求機能の明確化の

ための郵送調査を行った。これにより国内の
精神科看護管理者が求めている要求機能を
明確にした。また 21 年度前半までの研究成
果に基づき看護管理支援システムのプロト
タイプを作成した。そして研究協力病院にお
いて臨床試用を開始し，プログラムのバグの
収集および修正を行うとともに，看護管理に
必要な機能を探索した。 
平成 22 年度は，平成 20 年度および 21 年

度の研究成果に基づき看護管理支援システ
ムの DB 及びプログラミングの基本設計を改
良して基本システムである，①<PSYCHOMS>ア
セスメントマスタ登録処理及び看護計画処

理概要設計，②<PSYCHOMS>看護計画システム
及び各種マスタ登録，③<PSYCHOMS>看護計画
システム NANDA13 マスタ登録処理を計画し，
プログラミングした。 
加 え て ， 本 シ ス テ ム の 中 心 と な る

<PSYCHOMS>クリニカルパスシステムの問題
点を同定し，問題点を改善した①<PSYCHOMS>
クリニカルパスマスタ登録処理及び計画処
理概要設計，②<PSYCHOMS>クリニカルパスシ
ステム及び各種マスタ登録，③<PSYCHOMS>ク
リニカルパスのためのアウトカム管理画面
処理を計画し，プログラミングした。 

 
３．現在までの達成度 
＜区分＞ 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
研究は順調に進展し，看護管理支援システ

ムを構成する各種システム（病棟管理システ
ム，看護診断システム，クリニカルパスシス
テム）の開発は概ね完成している。現在は，
臨床評価および改良の段階に入っている。 

またこれまでの研究成果の一部は，国内外
の学会で発表した。なお，原著論文について
は，現在英文の専門誌(CIN: Computers， 
Informatics， Nursing および Psychiatry 
and Clinical Neurosciences)に投稿中であ
る。 

 
４．今後の研究の推進方策 
 既存の電子カルテシステムでは，看護者の
視点でシステムが作られてないことが問題
である。 
開発中のシステムは，電子カルテではない

が，看護者の視点で管理ができるシステム開
発の必要性について，今後も研究継続したい。
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また，研究成果については出来るだけ早く一
般化していきたいと考えている。加えて，本
研究成果は，著書として出版し，広く，研究
成果を臨床の医療者に還元できるような研
究にしたい。 
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